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Issues in the Formation of “New” Communities: Examining the Book 

































































































































































































































































































方イスラエル民族の神は率先して安息日をとる（『創世記』2 章 2 節）。このように七日ごとの安
息日は、神が定めた全宇宙の根本秩序として描かれる。したがって人間の都合で廃止できるもの
ではない（久保2015）。すなわち安息日の掟は「十戒」の戒律として神から与えられた	（『出エジ
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